
 H26年度 中村地区社協の活動 

 

 

 

 

4月20日(日)中村自治会館において定期総会を開催し、出席者43人(内委任状9人)で総数 

45人の2/3以上であり、総会は開催成立。  

平成25年度の事業・収支報告と26年度の変更幹事および事業計画・収支予算案が審議され、

すべて承認されました 

  

 

 

 

総合司会中の三好さん 

と会長、副会長 (右側) 

 

 

岩井会長の挨拶 

H25 年度の概要と H26 年度の活動方針を表明 

(重点課題 : 災害時要援護者の登録促進、介護保険の 

適正利用促進、地域活性化となんでも相談) 

d@(4wy)課題回 

 

笠間市長のご挨拶 

 

ご来賓の方々 

(来賓席 右側から) 

笠間 県議会議員 

山田 自治会長 

増田 市社協会長 

出口 市議会議長 

比留川 市議会副議長 

佐竹 市議会議員 

武藤 市議会議員 
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議事   

村井議長、比留川(里)書記 選出のもと、議事が進行されました。 

H25 年度の事業報告(木曽 事業部会長)および会計報告(本間 会計)・監査報告(吉野 監査役)が

あり承認されました。 

規約の一部改正の提案と会の構成員の一部変更の紹介が岩井会長からあり承認されました。 

H26 年度の事業計画と収支予算(案)が各担当から提示され承認されました。 

質疑:Q要援護者登録制度は地区なのか市なのか A 安否確認は自治会と民生委員含めた地区社協 

Q 安心袋中味に考慮 A 市社協に連絡  Q監査役は理事会に出ない方がよい A 法人等は出席する方向 

第一回目の研修会 

 

総会終了後、部屋を変えて引き続き幹事対

象の研修会を実施。 

広報あやせ 4 月 1 日号の「高齢者の総合

相談窓口」の記事を見ながら岩井会長から

話があり、皆で内容を確認し合った。 

中村地区社会福祉協議会 
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